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序

　

論

私ハ嚢ニ「モルモ、ト」ニ於タル盲験的結核感染

二就テI-Askorbins§､ｕrｅノ及ボフ、影響二開シ

テノ賓験結果ヲ登表シ、ソノ際1-Askorbinsaure

が「モルモ」ヽ」ノ賓験結核症二對シテ或ル程度

有政ナル影響テ及ボソ、コトザ述ベタ。印「モル

モ、ト」ニ1-Askorbinsaure

　

テ人型結核菌感染

ノ前後二大量連績シテ注射スルト、ソノ経過二

於テモ亦剖検ノ結果二於テモ對照群二比較シ

テ良好ナ成績テ示シ、叉結核感染ノ前グケユ

1-Askorbinsa､ｕｒｅナ連鎖注射シタモ相常程度ノ

抵抗カラ「モルモット」ヽニ爽ベルトfフコトヲ朽1

告シタ。今同ハ同様ノ賓験ヲ更二未ダ試ミラレ

タコトノナイ方向二進ノ･テ、比較的幼若ナ「モ

ルモヅト」テ用ヒ、コレニ對シテ、1-Askorbin-

saure Jミュヨル前處置が如何二作用スルカテ

研究シ、叉ソノ前處置がＢ．Ｃ．Ｇ・接種ザ行ツタ

「モルモ計」ノ結核二對スル免疫カユ如何ナル

影響ラ及ポソ､カヲ検シ、併セテ．Ｂ．Ｃ．Ｇ．接種

－ヨル免疫カト

　

l-Askorbinsa､ｕｒｅ注射ニョツ

テ賦典サレタ抵抗カトノ差異月七較シャウト試

i:

　

タ、、

云フ迄モナク、B.C.G.接種が責験的結核二於

や著明ナ免疫該果り登揮スルコトヘ既二多数

ノ内外研究者ニョツテ澄明サレテ居リ、日本デ

ハ今村、波逡、原滞、柳滞ノ諸氏及ヒヽ゛戸田教授

等ニョツテ報告サレテ居ルノデアルガ、

　

コ

　

ノ

Ｂ．Ｃ．Ｇ．接種ノ上二更二何等カノ因子が加ヘラ

レテ、ソノ免疫妓果が増大サルル様ナコトガア

レバ、素ヨリ更二望マシイコトデナケレバナラ

ナイ。私ハコノ黙二開シテ、前同ノ賓験デ得タ

結果ト、今-・デ知ラレタ1-Askorbinsaure

　

ノ

非特異的作用が生暦ノ免疫性ヲ昂ノ･Lトイフ種

々ノ賓験報告トカラ併セ号へ入l-Askorbin-

saure(以下Ask. S.ト略記ソ、ノリノ結核感染二

對フ、ル非特異的ナ妓カガＢ．Ｃ．Ｇ．ノ免疫カユ對

シテ良好ナ結果テ招来スルヤウェ影響焉及ボス

ノデハナイカト考ヘテ以下二述ベル賓験テ行ツ

タノデアル。
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II．賞

　

験

Ａ．賓験方法

「モルモ、ト」ハ150 gr カラ200 gr 内外ノ生後

約10―15日ノ幼若ナモノ60匹ラ使用シ、充分

ナ食餌ザ投奥シ殊二毎日新鮮ナ野菜ラ充分輿ヘ

ルコトニ留意シタ。

結核感染ニハPetragnani氏培地上二略１１ヶ

月間培養シタFrankfurt株大型結核菌ヲ用ヒ、

コレヲ正確二秤量シ生理的食堕水中二平等二浮

游サセ、ソノ0．５ ccm 中一菌量0．01 mgｔ　サ

含ムヤウェ浮游液ヲ作り、0.5 ccm宛「モルモ､、

ト」ノ右側大腿部外側皮下二接種シタ。

Ｂ．Ｃ．Ｇ．接種ノタメニヘ教室保存ノＢ．Ｃ．Ｇ．ノ

Petragnani氏培地上培養１ヶ月ノモノサ正確

二秤量シテ生理的食堕水0.5ccm中ニ1 。０mgr

宛含－レルヤウユ平等浮游ヲ作り人型結核菌感

染ノ１ヶ月前二左側大腿部外側皮下二接種シ

タ。

Ask. S.ハ前同ト同様武田化學薬品部扱ヒ、

ド４ツ製化學純品（Ｄｒ．Ｔ． Schuchardt 製作）
｡-→-皿ふ==lI-〃
ラ用ヒテ、使用直前二必要量グケヲ正確二秤量

シテ滅菌生理的食堕水一溶解シ、所要量10－

20 mgｔ　ラ含ム液1．０ ccm サ「モルモヅト」ノ腹

腔内二注射シタ。今同ノ経験ニョレバ腹腔内注

射－ヽ前同行ツタ腹壁皮下注射ヨリモ注射後ノ刺

戟症状が少ナカツタ。

60匹ノ「モルモ、ト」八次ノヤウ二分ケテ處置シ

タ。

第１群

　

Ａｓk．S.ノ１日量10．０ｍｇｒヲ･毎日10日間

　

注射。

　

績イテ11日目ニB.C.G. １．０mgr 接種。

　

更ニＡｓｋ．Ｓ．ノ10－20mgr 宛ヲ毎日（時二

　

隔日）注射30日間。總計450 mg･ｒ（1匹宛）

　

人型結核菌0．01 mgr 感染。

第ｎ群

　

Ａｓk.S．ノ１日量10－20 mg･ｒ宛ザ毎日（時

　

二隔日）40日間連績注射。總計450mgｒ（1

　

匹宛）。後人型結核菌0．01 mg･ｒ感染。

第Ⅲ群

　

B.C.G. 1.0 mgr ｊ妾種後31日目二人型結核

　

菌0．01 mgr 感染。

第IV群

　

人型結核菌感染。

　

對照群。

人型菌感染後75日目二各群トモ２匹宛殺シテ

検シタガ、＝1ノ結果對照群ト他群トノ間ニハ明

カナ病宛ノ差が認ノ･ラレタガ、對照群以外ノⅢ

群相互ノ間ニハ明カナ差が認ノラレ難カ・クタノ

デ、更二生存サセ111―117日目ノ間ニ８匹宛

撲殺シテ剖検シタ。

尚各群トモ残部ハ放置シテ生存期間ラ比較シ

タ。満１年タツ・テ死亡シナカツタモノハ１年目

二撲殺シタ。

Ｂ。

　

一般的経過

人型結核菌感染後第１題目カラ第13迦目マデ

ハ毎週１同宛10倍Tuberkulin皮剛丈恚ヲ行

ヒナガラ全経過ヲ観察シタ。

117日目－デエ殺シタ「モルモ､。ト」デハ剪重ノ噌

減ハ、各群相互ノ間二著明ナ差異ヲ･認ｊナカツ

タ、、剖検ノ結果、全僣トシテ最モ病噫程度ノ軽

カツタ第１群二於テモ、病噫ガサシテ著シクナ

４ノニ膿重ノ増加が殆ﾄﾞ゛ナカツタリ、病受が高

度グツタニモ拘バラス最後-i・デ順調ナ膿重ノ増

加ヲ示シタモノガ多ガックリシテ。其他ノ群及

ビ對照群デモ殆ド同様クック。第２表二示ス通

りデアル。

生存セシノタ群デモ醗重ノ増減ニハ著シイ差異

ハ認ノラレ難カツタガ、第II群ノ１匹及ビ第Ⅲ
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群ノ２匹ハ満１年生存シ撲殺時モ外観・ヽ非常二

元気クック。

　

１年目二殺シタモノモ含。4テ、各

群ノ平均生存日数ハ第ｎ群が321日デ最モ長

ク、第IV群(對照群)が241日デ最モ短イ(第３

表參照)。

Tuberknlin皮内反庶ハ第１群及第Ⅲ群ハ既ニ

Ｂ．Ｃ．Ｇ．接種後１ヶ月以上経ツテヰヽノデ、人

型菌感染後１週目デハ、陽性度ノ極・･テ弱イモ

ノモアツタガ殆ドフヽ゛テ陽性クック。B.C.G.接

種テ行ハナカツタ第ｎ群及ビ第IV群ノ「モル

モヴト」八一般二感染後２週目カラ３迦目二陽性

二韓ジ、13週目頃迄ニハ殆ド強陽性ヲ呈シ出

血、壊死等が見ラレタノー反シテ、Ｂ．Ｃ．Ｇ．接種

群デハ６乃至７週目頃(B.C.G.接種後10乃至

11 ii)カラ逆二次第二反座が弱クナリ、中ニハ

殆ド陰性トナツタモノモアツタ。尚、全般的二

兄テ第１群ト第Ⅲ群が第ｎ群ト對照群二較べ｀テ

J丈廳ノ強度が弱カツタコト・ヽＡsk．S．ノ注射
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ド開4系ガナ･1が興味アルヤウー､Ｓノリノル。而

シタ第１群卜第Ⅲ群デハ13週頃再ビ陽性度が

少シ著明ニナツタモノモアツタガ、ソノ程度ノヽ

第II群、第IV群ニハ及バナカツタ、、倚今回ハ

Ask. S. 列主射シタ第II群卜對照群トノ間ニハ

反忠ノ強度ノ差ハ見ラレナカツタ(第１表參照)。

第１表ノ記貿概要。48時間後ノ反忠検査ノ結果

ニョリ、登赤ノ直径ザ圭標準トシテ記載シタ。

一

　

無反庶

士

　

直径1―5 mm

十

　

直径6―10 mm

丑

　

直径11―15 mm

併

　

直径16―20 mm

冊

　

直径21 mm　　以上

Ｃ。剖検所見

　　　　　　

ａ．

　

全般的二見タ所見

剖検ノ所見ハ第２表及第３表二示ソ、通りデア

ル。淋巴腺ノ所見ハ前同ト同様、各群ノ間二殆

ド何等ノ差異が認ノラレナイ。

　

コノ表デハ淋巴

腺ノ愛化ハソノ腫脹度ト敬トザ綜合シテ示シ、

内臓ノ結核性愛化ハ第２表デハ肉眼的所見ト顧

微鏡的所見ノ個々カラ綜合シ軍一化シテ示シ

タ。尚牌臓ノ所見ノミ肉眼的観察グターヨツ

タ､。内臓ノ全般的所見ハ第１群が最モ軽度デア

リ、次イデ第Ⅲ群、槙イテ第II群デ、對照群タ

ル第IV群が最モ彊イ病宛サ示シテヰル。

第

　　　　　　　

２

　　　　　　　

表

群

¬
モ番

ル

モ

　ツ

　ト弦
L-

生

存

日

数

僣　　　重

　　(gr)

淋　　　巴　　　腺 肺

臓

肝

臓

－ 　 ’ 〃 w - - ㎜

　 士

牌　　臓
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鍍

鼠

蹊

後
肩
評

薇　順腸

高　部

肝

門

一

匹－

気

管

枝
　 　 ’ ｉ － -

-

重

匍ﾆ

(gr)

始 .蕪

壇

(減) 左 右

一一
＋

左右左

--－
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　　一一
＋土
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I

n
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僣重ノ（始）．・ヽ人型菌感染ノ時ノ僣重
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生
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数
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生
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撒

　僣　　　重

　　　(gr)
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淋　　　巴　　　腺 肺　肝　瞳　峻・腎

膝

裂

鼠　後　績　頚
　　肩｜　，
蹊』甲，高１部

腸肝臓
　レ　　　　　　・　　　重

　　I管　　　　　　　　昏
ﾀﾞ　　　　　″　　　　　　加　　1左玉

　　　　　１　　１左右ﾀﾞ右左 　　　　　ｉ　　　ｌ　・右左右骨門¦枝臓　臓　　(gr)臓

Ｉ
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備考。゛印ノヽ殺ジタモノ。

　　　

IV群149披ハ副腎二軽度ノ結核性聳化ヲ認メル。
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｢淋巴腺｣

　　

士

　

黍粒大ノモノ。

　　

十

　

黍粒大ノモノ２個－デ位。

　　

+ﾄ

　

大豆大カラ扁豆大位－デ。黍粒大ノモノ

　　　

３乃至４個－デ位。

　

桝

　

碗豆大ノモノ。大豆或ハ扁豆大ノモノ２

　　　

個位。

　

柵

　

慧豆大乃至以上。碗豆大ノモノ２個以上。

　

｢内臓｣

　

士

　

肉眼的二撥化ナク、顕微鏡的二軽度ノ腱

　　　

化アルモノ。叉肉眼的顕微鏡的二軽微ノ

　　　

受化アルモノ。

　

十

　

肉眼的二少数ノ粟粒大結節ヲ認ノ、顕微

　　　

鏡的ニモ軽度ノ宛化アルモノ。

　

丑

　

肉眼的二多斂ノ粟粒大結節ヲ認ノ･ルカ、

　　　

叉ハ少数ノ米粒大ノ結節列

　　　

的ニモ乾酪化ナド゛ハナイガカナリ著明ナ

　　　

憂化アルモノ。

　

州･

　

肉眼的二大豆大位ノ結節モ相宿存在シ、

　　　

顕微鏡的二著シイ愛化アルモノ。

　

冊

　

肉眼的二更二大ナル結節サ認ノ･、顕微鏡

　　　

的ニモ著シク高度ノ愛化アルモノ。

　

垂

　

肉眼的、顕微鏡的二全臓器が殆ド乾酪化

　　　

シタモノ。

今同ハ顕微鏡的検査ノタノ･ニベ主トシテHa-

emalaun-Eosin染色及どＡｚａｎ染色ラ行ツタ。

　　　　　　

ｂ’内臓個々ノ所見

牌臓。肉眼的所見ダケニョツタガ、４群し礦

テ117日目マデュ殺シタモノデ’ヽAsk. S．及

ビＢ．Ｃ．Ｇ．デ處置シタ第１群二於テ最モ成績が

良好デアル。勿論各群ノ内部二於タル個醵差ハ

著シイケレドモ、ソノ程度が各群ヲ通ジテ略ｌ

同一ノ割デアルコトハ前同同様デアル。全般的

二最モ病爰ノ軽度ナ第１群デハ、肉眼的二明

カユ結節サ有スルモノハ5、卸、牛数ニノ､ギズ

而モソノ中、相常ナ愛化ザ示シテヰルノハ86

彼、85琥ノ２匹ニスギナイ。第１群二次イデ腱

化ノ軽度ナ第Ⅲ群デハ、肉眼的二病髪が認ノラ

レナイモノガ３アルガ、カナリナ撥化夕呈シテ

ヰルモノモ牛敬二及ンデヰル。Ask. S.ダケデ

前處置シタ第Ｕ群ト第IV群トハ他ノ２群二較

べ｀ルトカナリ病愛ノ程度が著シイガ、然シコノ

２群ザ較ベルト、第Ｕ群デハ肉眼的二全ク病愛

が認ノラレタモノガ存在シテヰルノニ、對照群

デハ全部が多少トモ病受テ呈シ、殊二著シイ病

愛ラ呈スルモノガ大牛デアリ、143琥及154琥

デハ殆ド牌臓全醍ノ乾酪化が認ｙラレル。勿論

第Ｕ群デモ115彼グケユハ略ｌ同様ノ高度ノ乾

酪化ヲ･認ノルガ。卯、第Ｕ群ノ牌臓ノ結核性愛

化ノ度ハ第１群及ビ第Ⅲ群ヨリハ強度デアル

ガ、對照群二較ベルト明カエ軽度デアルコト

ガ知ラレル。然シ今同ハ前同二見ラレタヤウナ

Ask. S．注射群ト他群トノ間ノ質的ナ病愛ノ差

ハ認ノラレ難カツタ（第２表、第１圖及ビ寫翼

參照）。

　　　　　

第

　　

１

　　

圖

第１群

　　

第Ⅱ群

　　

第Ⅲ群

　　

第IV群

　　　　　　

牌臓病塗度(基線上)

　　　　　　

肺臓重量(基線下)

生存セシｙタ群デ・ヽ第１群ノ95琥(生存日数

228日)、第IV群ノ150琥(生存日数173日)ノ

２匹が牌臓ノ結核性病受が軽度デアツタ外、他

ノ｢モルモ、ト｣デハ殆ド高度ノ或ハ最高度ノ病

歿ラ呈シｆヰル(第３表參照)。

肝臓。第２表及第２圖二表示サレテ居ル通リ

デ、勿論個醵二依ツテハ牌臓ノ病宛ノ程度トハ

相拉行シナイ場合が認ノラレルガ、全般的二見

レベ第１群が最モ軽度デアリ、次イデ第Ⅲ群

禎イテ第ｎ群デ、對照群が最モ著シイ病受ヲ呈

シテヰル==1トハ牌臓病受ノ場合ト全ク同様デア
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四
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四
131 十十　一　十十i :!二 ＋ 升 ＋、‾１＋
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Ｕ

101 - 一汁汁 四 　ﾄﾞ141
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　ﾚ142

　-
　ド151

　-
　　153　こ＿__

IV 芒

　144

　=
　:　146

　-
　』52
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　-　154

十
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十

四
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一
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十－
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四
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一　一　一
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四
- ＋ - －　＋ ＋ 士ト 十

四
- ＋ 十十 －　－　＋

113
四 -

＋ - ＋ - -　- - 十

四
- 四 四 四 桐･

-　　　四１　=

　　　　　　　　　　　　｜

112 - - 十

四
- 四 士

－－
＋
--一一
＋

一一
　士

　　　１

四　ｉ　四 - 十
－
- 四 -

十

四

＋！－　－゛＋

111 ＋ - 十十 - 十十 ＋，‾ 十十 升 十
一 升 ＋ 併 桐･ 士　一ｉ十十

110
--
115

升 - ＋ 十
一 升

　　１

－　－ 升 刊･ 十
一
＋ ＋ 併 併 升，一　升

　ｌ　　　　ｉ
併 四 十十 - ＋ 十｜　一

一 升 併 ＋ 併 十十 併 升 士1‘十 十十

肝臓ノ詳細ナ病受度ハ前同同様ノ記載法デ第

IV表二示シテアルガ、前同ノ結果ト異ツテ今同

｡ハ著明ナ脈管ノ新付フ認ノ･ルモノガ少敬デア

リ、ソノ披張サ示ソ､モノハ殆ドl忿メラレナ･1

デ、前同著明デナカツタGlisson氏鞘二於ヶル

軽度ノ淋巴球ノ浸潤（時ニハ既ヽ二類上皮細胞ノ

出現モアルガ）が認ノ｡=jレル例が比較的多数ゲ

ッター1トハ、肝臓ノ結核性病受ノ程度が進ムニ

従ツケGlisson氏鞘ノ浸潤及ヒ結締織ノJ叉岩性

噌殖ノタノ･ニ脈管ノ障碍-7来シテ膿管ノ新生サ

誘起サセルノデアツ八故二結核肝臓デ脈管ノ

新生が認ノ･ラレルモノ・ヽ比較的病愛ノ程度が著

シイモノデアリ、更二著明トナレバ脈管ノ披張

ヲ来フ、モノデアラウト考ベクレル。コノコトハ

前同ノ賞験が人型菌感染量0．:l mg･ｒ デアリ今

同が0．１mgr デアル・トヲj琴ヘテモ頷カレル。

　　　　　　

第

　　

２

　　

圖

第１群

　　

第11群

　　

第Ⅲ群

　　

第IV群

　　　　　　　

肝臓病樋度（駄線上ﾝ

　　　　　　　

肺臓病樋度（基線下）

尚今同ハ肝細胞ノ宛性ザ呈フ、ルモノガ割二多数

デアッタガ、シカシ軽度デ且ッlnfaｒｋtノ像

ヲ’呈リレモノノヽ少数シカ認メうレナカツタ（貪

験二川ヒタ「モルモット」一八Coccidium

　

ノ寄

生ハ認メラレナカツタ、、尚Coccidium寄生ニ

ョル脈管新生ノ認ｙラレル「モルモ。ト」肝臓標

私ヲ得タ検シタ結果、脈管新生ノ状態ダケカラ

見テモ、結核性徴管ノ新生トハ明カエ異ルモノ
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十

四
升

十

四
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-

＋
－

十
一

131 十十 ＋

＋ ＋ - ∩22 - ＋

i 101ご一汁 I 1411 - I -！－

Ⅱ

102 - 十
一 〃

IV

142. + 十
一 四

114 - 十

四
- 151 ㎜ 十

一
-

104 - 十
一 - 153 - ＋ -

105 - 士 - 145 - - -

113 四
十

四
㎜ 144 ＋ 十

一 四

112 - 十
一
- 146i十

　ｌ　－
十
一
-

111 士 ＋ - 152 ＋ 升 -

110 十
四
＋ 〃 143 ＋ 十十 -

115 ＋ - - 154 十十ｊ++ -

ダト４フコトヲ認メタ)。

生存サセタ群デハ、大醒牌臓ノ場合ト同様ノ愛

化デアリ、大牛ハ高度ノ病姥ヲ･呈シ、各群ノ間

二差。'｀認メラレ難イ。

肺臓。各群トモニ認ノ･ラレル分化ハ血行性粟粒

結節デアルガ、肺臓所見ハ肝臓及牌臓ノ所見1ヽ

異ツテ、肉眼的ニモ顕微鏡的ニモ、Ask. Ｓ．ダ

ヶ注射シタ第ｎ群が第１群ト殆ド同程度二軽イ

病憂デアルコトノ｀ヽ注目フ、ベキデアル。對照群ハ

最モ愛化が弼イ（第５表及第２圖參照）。

生存サセタ群デハ肺臓ごこ非常二高度ノ撥化ヲ示

シ、乾酪化シタ多数ノ病竃が雨肺ノ各葉二認ノ･

ラレルモノガ多カツタ。

腎臓。各群トモー2、3ノモノユ軽度ノＧｌｏ-

merulus及ビ間質二於ケノL鼻圓形細胞ノ浸潤及

ビBowman-Miiller氏嚢二蛋白凝固物ノ沈著

ヲ･認ハレモノガアツタガ、結核性受化ト思ハ1ノ

ル病竃川州限的ニモ顕微鏡的ニモ認ｙラレナカ

ツタ。但シ生存セシｙタ群デハ第皿群149琥ト

第Ｕ群109彼lヽニ左右雨腎ニ１個宛明カナ粟粒

結節ヲ･認・･タ。

副腎其他ニモ肉眼的、顕微鏡的二結核病竃ハ認

ノ･得ナカツタ。例外的二生存セシノ･タ群ノ第IV

群149貿ノ右側ノ副腎二粟粒結節ｦ一認ノ･タ。

　　　　　

第IV、V表記琥ノ標準概要

肉眼的結節。粟粒大卜こノ少散士、粟粒大ノモ

ノ中等度数十、粟粒大ノモノ多数叉ハ黍粒大ノ

モノ小欲丑、米粒大、小豆大内外ノモノ粟粒大

ノモノ多数混在併、主トシテ大ナル結節が多イ

モノ冊。

顕微鏡的結節。結節ノ「大イサ」ト「数」トカラ併

セ考ヘテ記入。

他ノ項目ハソノ程度ノ少イモノカラ著シイモノ

‘｀ト士、十、丑、併‥‥トシテ記入。

III.綜括考按

以上ノ盲験結果ヲ綜合シテ考ベルト、Ask. S.

グケノ前注射ニョツテ典ヘラレル賓験的結核症

二對ソヽル抵抗カハ、B.C.G.接種ご＝､ヨ.､レ免疫カ

ーハ及バナイガ、對照二較ベルト或程度ノ抵抗

カノ増大ヲ来シテヰルコトノヽ確賓グト考ヘラレ

コノ賓験デハ幼若｢モルモットけ用ヒタガ、既二

人型結核菌ザ感染せセタ時ニハ中等大二達シテ

ヰルノデ、感染ソノモノハ勿論幼若｢モルモ計｣

ニ於う-

　

7しトハ異ツテヰル。

　

シカシ、Vitamin Ｃ

が、殊二幼若期二於テ一般的細菌感染二對シテ

抵抗力づj奥ヘルトイフ事が朕ニ1923年頃カラ

Abels, Bloch等ニョリ報告サレ、叉幼若動物

グヶニ就テ行・ヽレタノデハナイガ、Findley,

Massimello. Jusatz. Hochwald ｕ．Schwarz

或ハThaddea等ニョツテ、賞験的二叉ハ臨林

的二謐明サレ、尚最近デハGlanzmannニョリ

小児１ヽAsk. S.トノ問題デコノ鮎二開シテ系
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統的二記載サレテヰル。

　

コノ意味カラ考ヘテ

モ、Ask. S． ノ前注射時期が丁度「モルモ。ト」

ノ幼若期二相常シテ居ルノデ、結核感染二對シ

テモ良好ナ影響ラ及水｀シタグラウト考ヘラレ

ル。叉第１群二於テ見ラレルヤウナ、B.C.G.

ノ竟疫カユ對シソレヲ耐大サセルヤウユ作用シ

タ因子ノ中ニ､モ此ノ開係が存在フ､ルド筈ヘラレ

ヤウ。

幼若「モルモＵ」ヲ･賓験結核トAsk. S.トノ開

係二就テノ賓験二用ヒタ人－、僅カユ前報告ノ

綜括デ述ベタStadtler及ビLarischガアル。

シカシ、Ask. S. ヲ･賓験的結核二對シテ軍二禄

防的ナ意味デ幼若「モルモＵ」ニ用ヒル試ミハ

全クナザレテヰナ４シ、叉他ノ幼若動物二就テ

モ試ミラレテヰナイ。コレハ従来Ａｓk．S．ノ

過剰ノ投呉が醵内二貯ヘラレノレコトナク、生値

二過飽和ドナルド直二醒外二排出サレテ、恐ラ

ク結核症ノヤウナ長期間ノ経過サドル病疑二針

シテハ何等著シイ影響尹及ボシ得ナイダラウト

想像サレタタノデモアツタ。

　

シカシ、前同ノ賓

験結果及ビ今同ノ賓験ニョルト、「モルモいヽ」

が幼若デアツテモ亦成熟シタモノデアツテモ、

Ask. S. J大量ノ長期ノ感染前注射が明カユ或

程度ノ抵抗カヲ･典ヘルトイフ事賓？容易二窺フ

コトガ出来ル。

既二述ベタヤウユ、コノ賓験デＢ．Ｃ．Ｇ．接種ニ

ョル免疫カハ、ソノ感染量が0．01 mgr ト４フ

大量デアツタタノ、最近Chaussinandモ云ツ

テ居ルノデアルガ、完全ナ免疫カテ殼揮シ得ナ

カツタ。シカシ、更一コノ免疫カガＡｓｋ．Ｓ．ノ

注射ニョツテカナリノ程度マデ、0．01 mgr ノ

感染二對シテモ、免疫カヅ増大サセ得タコトハ

注目サレネバナラナイ。

更二生存セシノタ群二於ケル結果プ見レバ、ソ

ノ病愛ノ程度ハ各群ノ間二殆ド差テ見出シガタ

イ結果トナツテヰル。シカシ。コンパ寧口常然

ノコトデアリ、却ツテ、平均生存日敬が對照群

デ最モ短ク、第II及第Ⅲ群デハ１年間元気二生

存シタモノガ存在シテヰルコトガ、他ノ賓験成

績ト一致スルモノデアラウ。

狗今同ノ賓験デハ前同ト異ツテAsk. S.列主

射シタモノトシナイモノトノ間二病愛ノ質的ナ

差が認メラレナカツタノハ更二考ヘラレネバナ

ラナイ鮎デアル。

IV.

　

結

　　

語

幼若「モルモヴト」ヲＡｓｋ．Ｓ．グケデ前處置シテ

得ラレタ結核二對ソヽル抵抗カハ、B.C.G.接種

ニョリ得ラレタ免疫カユハ及バナイガ、明カＪ一

或程度洙防的二結核二對シテ良好ナ影響サ及ボ

フヽモノト認メラレル。更一叉、Ask. S.注射

ハＢ．Ｃ．Ｇ．接種-･ヨル免疫カラ更二増大サセ

テ、結核感染防禦二對シ良好ナ結果ラ資フ、モノ

トイ言ゼラレノレｏ

(戸田教授７御指導、御鞭捷及ビ御校閲二對シ

深ク感謝ノ意ヲ表ス)。
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